
令和 ５ 年度 

総 会 資 料 
 
○日時：令和６年３月２９日（金） １９時３０分 ～ 
○場所：静岡市「来てこ」 ３階 ３０２活動室 
 
★資格：加盟登録団体の指導者１名 及び 父母代表者１名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡県バスケットボール協会 U12 静岡地区 

～ 総会次第 ～ 
（ 司 会 ： 沼田 雄紀 ） 

（ 総会成立確認 ） 

１．開会の言葉 
２．地区長挨拶       佐藤地区長 
３．議長選出 

４．議事 

   ①令和５年度事業報告 
（全体、各委員長：総務・競技・審判・技術・広報・普及） 

   ②令和５年度決算報告（会計） 
   ③令和５年度会計監査報告（会計監事） 
   ④令和６年度役員の指名及び承認（地区長） 

 ※連盟規約第１６条、１７条 
   ⑤令和６年度地区長挨拶 
   ⑥令和６年度事業計画 

（全体、各委員長：総務・競技・審判・技術・広報・普及） 
   ⑦令和６年度予算案（会計） 
５．議長解任 

６．その他 

   ①令和６年度の登録について（総務） 
７．閉会の言葉 
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令和５年度  事業報告 

１． 事業名 

『 第１2 回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 』 

２． 事業の目的 

県内のチームを招待し、静岡地区の全チームが参加できる大会を開催することによって、多くのチ

ームに交流の場と技術向上の機会を提供し、静岡地区のミニバスケットボールの普及･発展に寄

与する。 

コロナ禍の状況を踏まえて、どの程度の規模で開催できるのかを判断し、感染防止に万全の対

策を取り多くのチームを招待できるように努力する。 

静岡地区の全チームが『１チーム一役』のスローガンのもと協力して大会を運営する。 

チャレンジリーグとチャンピオンリーグの 2 つの枠組みで大会を開催し、チャレンジリーグに参加する

チームはチャンピオンリーグの運営に、チャンピオンリーグに参加するチームはチャレンジリーグの運営

に協力する。 

2 リーグ制でお互いをサポートすることにより、静岡地区全体の協力体制を図りこの大会を盛り上げ

る。 

３． 大会概要 

① 日程と会場 

★ チャレンジリーグ 

令和 5 年 7 月 8 日(土)   会場 ： 中央体育館、安倍口小学校体育館ほか５校 

9 日(日)   会場 ： 森下小学校体育館ほか８校 

★ チャンピオンリーグ 

令和 5 年 7 月 15 日(土)  会場 ： 南部、長田体育館、駒形、横内小学校体育館 

16 日(日)  会場 ： 長田体育館、中田小学校体育館ほか３校 

★ 懇親会 

令和 5 年 7 月 15 日(土)  

 
② 参加チーム 

★ チャレンジリーグ 

男子 27 チーム （静岡地区：１１チーム／招待チーム：県外２チーム 県内１４チーム） 

女子 27 チーム （静岡地区： ８チーム／招待チーム：県外２チーム 県内１７チーム） 

 ★ チャンピオンリーグ 

     男子 18 チーム （静岡地区 8 チーム／招待：県外２チーム 県内８チーム） 

     女子 18 チーム （静岡地区 8 チーム／招待：県外２チーム 県内８チーム） 

 
③ パンフレット       ９００冊作成 （販売３４８冊） 
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令和５年度 総務委員会 事業報告 

 

１．年１回の総会を開催した。 

令和６年３月２９日（金）、静岡市「来てこ」にて『令和５年度総会』を開催 
 

２．役員会を開催した。 

第１回役員会  令和５年 ４月１４日（金） 森下小学校クラブハウス 
第２回役員会  令和５年 ９月 １日（金） 森下小学校クラブハウス 
第３回役員会  令和５年１０月２７日（金） 森下小学校クラブハウス 
第４回役員会  令和６年 １月１０日（金） 森下小学校クラブハウス 
第５回役員会  令和６年 ３月１８日（月） 森下小学校クラブハウス 

 

３．各種の連絡を各チームに行った。 

試合の組み合わせ及び日程表の連絡 
各委員会（競技、審判、技術、広報、普及）からの報告事項の連絡 
市バ協、中部支部及び県からの報告事項の連絡 

 

４．市内公式戦の開催準備を行った。（市営体育館使用手続き等） 

① 第２７回 やまだ杯大会 
② 第１２回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 
③ 第４１回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 
④ 第 ５ 回 ６年生紅白対抗戦 
⑤ 第２１回 葵・駿河区市民バスケットボール大会（小学生の部） 
⑥ 第１７回 カンコ―カップ新人戦 

 

５．市内大会における賞状及び賞品の準備、閉会式（表彰式）の運営を行った。 

 

６．中部支部並びに県主催の大会及び事業への運営補助を行った。 

 

７．親睦会を開催した。 

駿府サマーキャンプ懇親会  令和５年７月１５日（土）「ホテルグランヒルズ静岡」 
新年会           令和６年１月１３日（土）「グランディエールブケ東海」 

 

８．Ｕ１２静岡地区ホームページの管理等を行った。 
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№ 品　目 購入年月日 備考

1 選抜用ビブス（男女各１５着） 平成１９年　９月

2 TOセット一式① 平成２３年　１月 ※

3 TOセット一式② 平成２３年　１月 ※

4 選抜用ユニフォーム（男女各１５着） 平成２４年　８月

5 コミッショナー用　赤旗・黄旗（４組） 平成３１年　３月

6 コミッショナー用　電子ブザー（４個） 平成３１年　３月

7 ２４秒計セット一式① 平成３１年　３月 ※

8 ２４秒計セット一式② 平成３１年　３月 ※

静岡県バスケットボール協会Ｕ１２　静岡地区

所有備品一覧表（令和６年３月現在）

※TOセット　及び　２４秒計セットについては貸し出すことも可能ですので、総務までご連絡下さい。
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令和５年度 競技委員会 事業報告 

 
１．市内公式戦の抽選会を開催した。 

 
① 第２７回 やまだ杯大会抽選会 

令和５年４月２１日（金） 「『来てこ』会議室」 
 
② 第１２回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 責任抽選 
 
③ 第４１回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 

令和５年９月８日（金）  「北部体育館 ２階 会議室」 
 
④ 第２１回 葵・駿河区市民大会 兼 第１７回カンコーカップ新人戦大会 
   令和６年１月１６日（火） 「北部体育館 ２階 会議室」 

 
 
２．下記大会の競技方法の決定並びに対戦表、日程表の作成を行った。 

 

① 第２７回 やまだ杯大会 

 

② 第４１回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 
 
③ 第 ５ 回 ６年生紅白対抗戦 
 
④ 第２１回 葵・駿河区市民大会 兼 第１７回カンコーカップ新人戦大会 
 

 

なお、上記大会の競技結果については、各大会終了後にＵ１２静岡地区 

ホームページ「大会結果報告」へ掲載したとおりである。 
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令和５年度 審判委員会 事業報告 

 

1. 市内大会において、審判、審判責任者、ＴＯの割当を行った。 

① やまだ杯 

② 駿府サマーキャンプ 

③ 静岡県Ｕ１２選手権大会 静岡地区大会 

④ ６年生紅白戦大会 

⑤ カンコーカップ 兼 新人戦 

 

2. 中部支部大会、県大会への派遣審判員の取りまとめを行った。 

 

3. 審判技術向上のため、審判講習会を実施した。 

① 初心者講習会 

② 新規ライセンス取得希望者向け講習会 

③ ライセンス保有者向け審判講習会 

 

4．新規ライセンス取得希望者及び昇格希望者のサポートを行った。 

① 駿府サマーキャンプにおいて、５名が新規でＤ級ライセンスを取得 

② 志太榛原招待において、５名が新規でＤ級ライセンスを取得 

 

5．情報の共有 

審判インストラクター伝達講習会の報告 

 

6. その他 

① JBA 公認Ｃ級、Ｄ級審判員の実績表提出の取りまとめを行った。 

② 各種大会、派遣審判等に対し、エントリー募集、案内、取りまとめを行った。 

③ 県大会最終日への審判募集及び参加を行った。 

④ DC チャレンジマッチへの審判募集及び参加を行った。 

⑤ 東海大会へ２名の審判派遣を行った。 
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令和５年度 技術委員会 事業報告 

 各チーム上級生及び指導者を対象に、男女別技術講習会を開催した。 
（男子８回、女子１０回） 

 
 会場：（男子）静岡県立静岡西高等学校体育館 

（女子）静岡市立高等学校体育館  
 
 講師：（男子）静岡県立静岡商業高等学校 増田 哲也  教諭 

（女子）静岡市立高等学校   小林 大介  教諭 
     ※アシスタントとして技術部役員及び各部役員がサポートした。 
 

  男子：５回  女子：５回 
 
 

時期：令和５年６月３日(土) 

会場：静岡市中央体育館 大会議室 

 

 

時期：令和６年３月２日(土) 

会場：このはなアリーナ 

２．静岡地区トップアスリートを選出し、Ｕ１２ 静岡県地区育成センター 

（Ｕ１２中部地区ＤＣ）に参加した。 

 

１．技術講習会を開催した。 

４．県Ｕ１２部会主催「第３回ＤＣチャレンジマッチ」に、静岡地区トップ 

アスリートが中部地区ＤＣ（Ａ～Ｃチーム）、県ＤＣ（Ａ・Ｂチーム）と 

して参加した。 

３．静岡地区マンツーマンコミッショナー伝達講習会を開催した。 
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令和５年度 広報委員会 事業報告 

 
１．静岡地区公式戦試合結果のとりまとめを行った。 

① 第２７回 やまだ杯大会 

② 第１２回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 

③ 第４１回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 
④ 第２１回 葵・駿河区市民大会 兼 第１７回カンコーカップ新人戦大会 

 
 
２．静岡新聞社に、『市民スポーツ』欄への試合結果掲載依頼を行った。 

 

 

３．駿府サマーキャンプのパンフレットの作成を行った。 

 
 
４．Ｕ１２静岡地区ホームページへの掲載を行った。 

  市内大会における試合の組み合わせ及び、試合結果の掲載を行った。 
  案内・周知文章などの掲載を行った。 
 
 
５．Ｕ１２静岡地区ホームページの修正等を行った。 
  役員・ダウンロード等の加筆修正を行った。 
  ホームページの一部改修を行った。 
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令和５年度 普及委員会 事業報告 

 

今年度は、下記のサポート委員で活動しました。 

来年度も引き続き普及委員会傘下のもと、活動する予定ですので、よろしくお願

いします。 

 

【サポート委員】 ※ 役員は除く 

 ≪男子≫ 

     酒井瑞朗（葵）岩崎司（麻機）中山賢一（安西）金指美津葉、諸田政典 

（大里西中島）水島卓巳（長田ＲＷ）渡部勉（長田西）岩野猛（しずはた） 

     櫻井久士（BRAVES）中島美咲（城北）河辺直樹（中田）遠藤浩人（服織）

森田竜一（番町）杉山智規（森下）齋藤亮（UNITY）黒岩万佐和（横内） 

田中克明（竜南）   

 ≪女子≫ 

野口貴弘（麻機） 浦田裕之（AMBC） 杉田泰彦（安東） 大畑椋（井宮北） 

山本俊一（長田北）寺田正樹（川原）黒田敏雄（中島）鈴木建一郎（横内） 

原田正之（竜南） 

                                  

【サポート委員の主な活動内容】 

 

 １ 低学年試合の企画運営（しずみにキッズの開催） 

（１）第１回 令和５年７月２２日（土）各小学校体育館 

            男子１５チーム 女子 1５チーム 参加 

 （２）第２回 令和５年１１月２３日（木祝）各小学校体育館 

             男子１７チーム 女子１６チーム 参加 

（３）第３回 令和６年２月２３日（金祝）各小学校体育館 

            男子１７チーム 女子１５チーム 参加 

  

２ 駿府サマーキャンプ    

・チャレンジリーグ  令和５年７月８日（土）９日（日） 

・チャンピオンリーグ 令和５年７月１５日（土）１６日（日） 

 各会場にサポート委員を派遣し、会場設営、開会式、閉会式等の会場運営を

実施した 
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令和5年度

やまだ杯

項 目 金 額 項 目 金 額

大 会 参 加 費 175,000 会 場 使 用 料 26,380
@5,000 審 判 手 当 費 0

(男女35チーム） 弁 当 代 0
市 営 体 育 館 使 用 料 10,000 ラ イ ン テ ー プ 代 2,200

賞状・トロフィー・賞品代 4,000
雑 費 4,000

小 計 185,000 小 計 36,580

駿府サマーキャンプ

項 目 金 額 項 目 金 額

大 会 参 加 費 720,000 会 場 使 用 料 144,520
@8,000 安 全 対 策 費 127,170

(男女90チーム） パ ン フ レ ッ ト 代 297,000
広 告 料 185,000 審 判 手 当 費 68,000

パ ン フ レ ッ ト 代 34,800 弁 当 代 47,760
弁 当 還 付 金 0 ラ イ ン テ ー プ 代 19,800

Ｔ シ ャ ツ 還 付 金 54,772 賞 状 ・ 賞 品 代 208,260
市 営 体 育 館 使 用 料 11,000 会 議 費 47,150

雑 収 入 500 雑 費 9,460
小 計 1,006,072 小 計 969,120

県選手権大会静岡地区予選

項 目 金 額 項 目 金 額

大 会 参 加 費 175,000 会 場 使 用 料 145,500
@5,000 審 判 手 当 費 9,000

(男女35チーム） 弁 当 代 1,207
市 営 体 育 館 使 用 料 23,500 ラ イ ン テ ー プ 代 39,600

賞状・トロフィー・賞品代 23,400
参 加 賞 93,280
雑 費 4,000

小 計 198,500 小 計 315,987

紅白戦

項 目 金 額 項 目 金 額
大 会 参 加 費 171,000 会 場 使 用 料 23,320

@1,000 Ｔ シ ャ ツ 代 188,100
(男女171人） 弁 当 代 5,486

雑 費 0
小 計 171,000 小 計 216,906

新人戦（カンコーカップ）

項 目 金 額 項 目 金 額

大 会 参 加 費 170,000 会 場 使 用 料 4,980
@5,000 審 判 手 当 費

(男女34チーム） 弁 当 代

ラ イ ン テ ー プ 代

協賛金（カンコー学生服） 80,000 賞状・トロフィー・賞品代 175,776

雑 費

小 計 250,000 小 計 180,756

しずみにキッズゲーム

項 目 金 額 項 目 金 額

体 育 館 使 用 料 0 会 場 使 用 料 0

（市営体育館使用チームより） 審 判 手 当 費 0

弁 当 代 0

ラ イ ン テ ー プ 代 0

賞 状 ・ ト ロ フ ィ ー 代 0

参 加 賞 0

雑 費 0

小 計 0 小 計 0

収 入 支 出

収 入 支 出

収 入 支 出

収 入 支 出

各種大会等収支会計報告書(内訳表）

収 入 支 出

収 入 支 出
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役　名 主　な　仕　事　内　容

○ Ｕ１２静岡地区の業務の最高責任者。 ◎佐藤　武久

○ 総会及び役員会を招集する。

○ 上部団体との連絡を行う。

○ 規約・登録関係の見直しの検討を行う。

○ 地区長を補佐し、地区長に事故あるときはその職務を 　 吉田　謙二

　　代行する。

参　与 ○ 元地区長の立場から地区長、総務会、役員会に対して 　 山本　雅裕

　　助言をする。

○ Ｕ１２静岡地区の業務が円滑に行くように、地区長を補佐し、 ◎齋藤　正文（庶務・運営）

　  事業計画を企画する。

○ Ｕ１２静岡地区の会計をする。（諸手当の準備をする。）

○ Ｕ１２静岡地区主催の総会及び親睦会を準備・開催する。

○ 大会要項・大会組合せ及び日程表等を発送する。

○ 市営体育館の使用手続きをする。

○ 賞状・賞品を準備する。（閉会式の運営をする。）

○ 市スポーツ振興課へ、市民大会の事務手続きをする。

○ Ｕ１２静岡地区のホームページを管理する。

○ 駿府サマーキャンプの実行委員長を兼ねる。 ◎栗田　眞也

○ 駿府サマーキャンプの企画、運営を行う。 土屋　貴裕

○ 中日新聞社との新聞購買等についての連絡窓口とする。

○ パンフレットの作成及びＴシャツの注文、販売を行う。

○ 駿府サマーキャンプ終了後は、大会等の運営補助を行う。

○ 諸大会の運営にあたる。（試合会場を確保する。）

○ 出場チームを確認し、抽選会を行う。

○ 大会要項及び試合日程表を作成する。

○ 各会場の責任者（会場、感染対策、コミッショナー）を割り当てる。

○ 審判のとりまとめを行う。 ◎沼田　雄紀

○ 審判及びＴＯの割り当て（決勝）を行い、当事者に連絡する。 吉原　正倫

○ 審判講習会を実施する。 山形　大介

○ 会場校の審判責任者を指名をする。

○ 試合結果をまとめ、関係機関に報告する。 ◎田中　正樹

○ Ｕ１２静岡地区のホームページへ試合結果等を掲載する。

○ ミニバスケットボールの普及活動を行う。 ◎花村　和樹

○ 低学年試合（しずみにキッズ大会）の企画運営を行う。 村松　真一

○ 駿府サマーキャンプの企画、運営等の補助を行う。

○ サポート委員との連絡を取り大会等の運営補助をお願いする。

○ 技術の向上強化を図る。 ◎岩崎　真司

○ 技術講習会を企画・運営する。 　佐藤　昌敏

○ 選抜選手・優秀選手・トップアスリートの選出・表彰を行う。 （男子） （女子）

○ 県主催の技術向上関連事業（ＤＣ事業等）に携わる。 吉田 謙二 水谷 敦司

○ コミッショナーの研修と育成・指導をする。 海野　歩 本間 勝史

○ 派遣コミッショナーの指名をする。 吉田 龍平 菅谷 友弥花

会計監事 ○ 会計を監査する。 ◎大橋　毅

総　務

       石田　昌子（事務局）

       菅谷　友弥花（会計）

2024年度　役員及び任務内容　(案）
役　員　名　（ ◎は長 ）

地区長

副地区長

◎山田　進太郎

渉　外

    西島　加奈子

競　技

審 判

    松野　奈津子

JBA Ｃ級審判以上は審判委員とする

広 報

普　及
　　森田　竜一

技　術

サマキャン

実行委員会
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令和６年度  事業計画 （案） 

１． 事業名 

『 第１３回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 』 

２． 事業の目的 

県内外のチームを招待し、静岡地区の全チームが参加できる大会を開催することによって、多くの

チームに交流の場と技術向上の機会を提供し、静岡地区のミニバスケットボールの普及･発展に寄

与する。 

コロナ渦が明けて様々な活動が元通りとなっている今日ではありますが、今までの経験を踏まえて

少しでも安全・安心な環境作りを実施して、多くのチームを招待できるように努力する。 

静岡地区の全チームが『１チーム一役』のスローガンのもと、協力して大会を運営する。 

チャレンジリーグとチャンピオンリーグの 2 つの枠組みで大会を開催し、チャレンジリーグに参加する

チームはチャンピオンリーグの運営に、チャンピオンリーグに参加するチームはチャレンジリーグの運営

に協力する。 

2 リーグ制でお互いをサポートすることにより、４日間の大会期間中は静岡地区全体の協力体制

を図り、この大会を盛り上げる。 

３． 大会概要 

① 日程と会場（予定） 

★ チャレンジリーグ 

令和６年 7 月６日(土)   会場 ： 各小学校体育館ほか 

７日(日)   会場 ： 各小学校体育館ほか 

★ チャンピオンリーグ 

令和６年 7 月１３日(土)  会場 ： 中央体育館、南部体育館、各小学校他 

１４日(日)  会場 ： このはなアリーナ、東部体育館、南部体育館 

★ 懇親会 

令和６年 7 月１３日(土) 予定 

 
② 参加チーム（予定） 

★ チャレンジリーグ 

男子 27 チーム以上 （静岡地区：9 位以下のチーム／招待チーム：各地区推薦ほか） 

女子 27 チーム以上 （静岡地区：9 位以下のチーム／招待チーム：各地区推薦ほか） 

★ チャンピオンリーグ 

    男子 18 チーム （静岡地区 8 チーム／招待 10 チーム） 

    女子 18 チーム （静岡地区 8 チーム／招待 10 チーム） 

 

③ パンフレット       全チーム写真入で紹介   

 

④ T シャツ         作製、注文、販売を行う。 
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令和６年度 総務委員会 事業計画（案） 

 
１．年１回の総会を開催する。 

  年１回の総会を開催し、事業報告及び事業計画を協議する。 
  （令和７年３月末開催予定） 
 
２．役員会を開催する。 

  Ｕ１２部会静岡地区主催の各大会前に、大会運営等について検討する。 
  また、必要に応じて、各委員会からの提案事項等について検討する。 
 
３．各種の連絡を各チームに行う。 

試合の組み合わせ及び日程表の連絡 
各委員会（競技、審判、技術、広報、普及）からの報告事項の連絡 
市バ協、中部支部及び県からの報告事項の連絡 

 
４．市内公式戦の開催準備をする。（市営体育館使用手続き等） 

 

５．市内大会における賞状及び賞品の準備、閉会式（表彰式）の運営を行う。 

 

６．中部支部並びに県主催の大会及び事業への運営補助を行う。 

 

７．親睦会を開催する。 

中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～懇親会（７月） 及び 新年会（１月）を 
開催する。 

 

８．Ｕ１２静岡地区ホームページの管理等を行う。 

-15-



令和６年度 競技委員会 事業計画（案） 

 

１．市内公式戦の抽選会を開催する。 

 
① 第２８回 やまだ杯大会    

令和６年４月（予定） 
 

② 第４２回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 
令和６年９月（予定） 

 
③ 第２２回 葵・駿河区市民大会 兼 新人戦 
   令和６年 11 月（予定） 

 
④ 第１８回 カンコ―カップ 
   令和７年１月（予定） 

 
 
２．下記大会の競技方法の決定並びに対戦表、日程表の作成を行う。 

 

① 第２８回 やまだ杯大会 

 

② 第４２回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 

 

③ 第２２回 葵・駿河区市民大会 兼 新人戦 
 
④ 第１８回 カンコ―カップ 

 

 

３．各試合会場の責任者（会場、コミッショナー）の割り当てを行う。 
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№ 会　場　名 備　考

1 令和６年 4 月 28 日

2 5 月 5 日 北部

3 5 月 12 日

4 5 月 19 日

5 6 月 9 日 中部支部春季リーグ戦 （予選リーグ①） 長田

6 6 月 16 日 〃 （予選リーグ②）

7 6 月 23 日 〃 （順位・交流リーグ）

8 6 月 30 日

9 7 月 6 日
第１3回　中日新聞東海本社杯

～駿府サマーキャンプ～ チャレンジリーグ 土曜日

10 7 月 7 日 〃 〃

11 7 月 13 日 〃 チャンピオンリーグ 中央・南部 土曜日

12 7 月 14 日 〃 〃
このはな
東部・南部

13 7 月 27 日 （土曜日）

14 8 月 11 日 静岡市バスケットボールフェスティバル （中央）

15 9 月 22 日

16 9 月 29 日

17 10 月 6 日

18 10 月 13 日 東部

19 10 月 14 日 中部支部秋季交流戦
（中部支部予選に不出
場のチームのみ参加）

祝日（月曜日）

20 10 月 19 日

21 10 月 20 日 長田

22 10 月 26 日

23 10 月 27 日

24 11 月 3 日 長田

25 11 月 10 日 （担当：静岡）

26 11 月 23 日 （土曜日）

27 11 月 24 日 浜松アリーナ

28 12 月 8 日

29 12 月 15 日

30 令和７年 1 月 26 日

31 2 月 2 日

32 2 月 9 日

33 2 月 16 日 祝日（火曜日）

34 3 月 1 日 第４回　県ＤＣチャレンジマッチ このはな （土曜日）

※WJBL（シャンソンＶマジック）の静岡市内での開催予定は未定。

※Ｂリーグ（ベルテックス静岡）の試合については、ベルテックス静岡ホームページでご確認下さい

Ｕ12県リーグ戦（中部支部）（後期）

令和６年度　静岡県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会Ｕ１２　静岡地区　大会日程（案）

開　催　日 大　会　名

第28回　やまだ杯①

第28回　やまだ杯②

第28回　やまだ杯③

Ｕ12県リーグ戦（中部支部）（前期）

　しずみにキッズゲーム①　　　※参加自由

静岡県Ｕ１２バスケットボール選手権大会
静岡地区予選大会（予選リーグ①）

運動会等の
関係で、祝
日に実施す
る場合あり

静岡県Ｕ１２バスケットボール選手権大会
静岡地区予選大会（予選リーグ②）

静岡県Ｕ１２バスケットボール選手権大会
静岡地区予選大会（順位決定戦①）

静岡県Ｕ１２バスケットボール選手権大会
静岡地区予選大会（順位決定戦②）

第18回　カンコ—カップ ③

　しずみにキッズゲーム③　　　※参加自由

県Ｕ12選手権大会　中部支部決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ

県Ｕ12選手権大会　中部支部決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
　　　　　　　　　　　　　　（予備日）

県Ｕ12選手権大会　県大会　予選リーグ

　しずみにキッズゲーム②　　　※参加自由

県Ｕ12選手権大会　県大会　決勝トーナメント

第22回　葵・駿河区市民大会 兼 新人戦②

県Ｕ12選手権大会　中部支部予選リーグ③（土曜日）

県Ｕ12選手権大会　中部支部予選リーグ①（土曜日）

県Ｕ12選手権大会　中部支部予選リーグ②（日曜日）

第18回　カンコ—カップ ①

第18回　カンコ—カップ ②

運動会等の
関係で、土
曜日も含め
た５日間で
実施する場
合あり

第22回　葵・駿河区市民大会 兼 新人戦①
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令和６年度 審判委員会 事業計画（案） 
 

 

1. 市内大会において、審判、審判責任者、ＴＯの割り当てを行う。 

 

2. 中部支部大会、県大会への派遣審判員の取りまとめを行う。 

 

3. 公認審判・新規取得者の育成を図るべく、審判講習会を実施する。 

 

4. 新規ライセンス取得希望者及び昇格希望者のサポートを行う。 

 

5. 審判技術向上のための環境整備を行う。 

①審判講習会による規則と技術の理解、マニュアルの理解と実戦を促す。 

②他種別へ審判員派遣を派遣し、技術向上の場を広げる。 

③技術委員との連携し、審判員の技術理解を高める。 

 

6. 審判員に向けた情報発信を行う。 

①新ルール、マニュアルの伝達を行う。 

②講習会、研修会の報告を行う。 

 

7. その他 

①ＪＢＡ公認Ｃ、Ｄ級審判員の実績表の取りまとめを行う。 

②各種大会への派遣審判依頼を受け、募集、案内、取りまとめを行う。 

③県大会最終日に参加する。 
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Ⅰ．技術委員会スタッフ

技術委員長 　　岩崎　真司（麻機男子）

技術副委員長　佐藤　昌敏（服織女子）　

Ⅱ．事業内容

① 月1回（8月を除く）の男女別技術講習会の開催

② 地区育成センター及び県育成センターへの参加

③ トップアスリートの選抜及び練習会の開催
フェスティバルへの参加

④ コミッショナーの研修と育成・指導

⑤ 各種大会における運営の補助

Ⅲ．年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

休

★
チャレンジマッチ

★
チャレンジマッチ

☆ ★

選考 フェスティバル

Ⅳ．補足 育成センター（ＤＣ）について
・U12育成センターが令和３年度より全県下で開始されました。
・トップアスリートは、育成センターでの活動が基本になります。

育成センター

（地区ＤＣ）

　水谷　敦司（長田西女子）

トップアスリート

育成センター

（県ＤＣ）

令和６年度　技術委員会　事業計画（案）

技術講習会

男子技術スタッフ

女子技術スタッフ

後　期

　吉田　謙二（大里西中島男子）

　吉田　龍平（西豊田男子）

  海野　歩（宮竹男子）

　本間　勝史（駒形田町女子）

前　期

　菅谷　友弥花（大里西女子）
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令和６年度 広報委員会 事業計画 （案） 

 

１． 公式戦試合結果のとりまとめを行う。 

 

静岡地区で実施する公式戦の試合結果のとりまとめを行う。 

① 第２８回 やまだ杯大会 

② 第１３回 中日新聞東海本社杯～駿府サマーキャンプ～ 

③ 第４２回 県Ｕ１２選手権大会静岡地区予選大会 

④ 第２２回 葵・駿河区市民大会 兼 新人戦 

⑤ 第１８回 カンコ―カップ 
 

 

２．静岡新聞社に『市民スポーツ』欄への試合結果掲載依頼を行う。 

 

 

３．Ｕ１２静岡地区ホームページへの掲載を行う。 

 

 市内大会における試合の組み合わせ及び、試合結果等の掲載を行う。 

 地区からの案内・周知文章などの掲載を行う。 

 

 

４．静岡地区市民大会の試合結果を、市スポーツ振興課へ報告する。 

 

 

５. Ｕ１２静岡地区ホームページの修正等を行う。 
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令和６年度 普及委員会 事業計画（案） 

 

 

１．U12 静岡地区主催の活動において、運営の補助を行う。 

 

静岡地区主催の事業については積極的に協力し、『チーム一役』の理念を 

 全ての地区活動に浸透させる。 

   普及委員会傘下のもと、基本的に各チーム１名のサポート委員（指導者） 

を選出し、ミニバスケットボールの普及活動を行う。 

 

【サポート委員会の主な活動内容】 

 

（１）低学年試合の企画運営（しずみにキッズの開催） 

  地区の年間行事と照らし合わせ定期的に開催 

  令和６年度についても、令和５年度同様に年３回の開催を計画しています。 

 

（２）駿府サマーキャンプの運営補助 

   『チーム一役』の浸透を図る。 

    各会場校での大会運営を行う。 

       （会場にサポート委員を派遣し、開会式、閉会式等の会場運営に協力する） 

 

（３）その他、主な地区行事にサポート委員を派遣し、運営補助を行う。 

 

 

２．フェスティバル紅白対抗戦の監督・コーチを各チームの指導者から選出する。 
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収 入 総 額 300,273
支 出 総 額 300,273
差 引 残 額 0

令 和 ５ 年 度 決 算 額 令 和 ６ 年 度 予 算 額

270,272 57,439

0 212,834

0 30,000

0 0

1 0

270,273 300,273

令 和 ５ 年 度 決 算 額 令 和 ６ 年 度 予 算 額

0 240,000
0 60,000

0 0

212,834 0

0 273

212,834 300,273

令和６年　４月

地 区 長 　　　　佐　藤　武　久

総務委員長 　　　　齋　藤　正　文

会     計 　　　　菅 谷 友 弥 花

た だ し 、 一 般 会 計 と の 流 用 を 認 め る 。

合 計

項 目 備 考

支

出

の

部

東 海 大 会 出 場 費 　30,000円×8チーム（予定）

全 国 大 会 出 場 費 　30,000円×２チーム（予定）

一 般 会 計 へ

雑 費

備 品 購 入 費

合 計

一 般 会 計 よ り (R5 流 用 分 )

備 品 購 入 積 立 金

利 息

一 般 会 計 よ り ( 積 立 金 )

静 岡 県 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会 Ｕ 12 静 岡 地 区

特 別 会 計 収 支 予 算 報 告 書 ( 案 ） 令和6年度

項 目 備 考

収

入

の

部

前 年 度 繰 越 金
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静岡県バスケットボール協会Ｕ１２静岡地区 規約 

 
第１章 総 則 

（名 称）  
第１条 この団体は、静岡県バスケットボール協会Ｕ１２静岡地区という。  
（所在地）  
第２条 この団体の事務所は、役員会の定めるところにより事務所を置く。  
（目 的）  
第３条 この団体は、構成員相互の親睦及び体力向上を図ると共に、ミニバスケットボール  

競技の健全な普及及び発展を図ることを目的とする。  
（事 業）  
第４条 この団体は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

（１）各種大会及び交歓会の開催に関すること  
（２）各種講習会及び指導普及に関すること  
（３）その他、目的達成に必要なこと  
 

第２章 組 織 

（組 織） 

第５条 この団体は、登録された静岡地区のチームの指導者及び父母代表者を構成員として 

組織する。 

 
第３章 構成員 

（加 入）  
第６条 この団体に加入しようとするときは、定められた登録様式を地区長に提出しなければ

ならない。  
（脱 退）  
第７条 この団体を脱退しようとするときは、その理由を述べた届出を地区長に提出しなけれ

ばならない。  
 

第４章 機関及び会議 

（機 関）  
第８条 この団体に次の機関を置く。  

（１）総   会  
（２）役 員 会  

（総 会）  
第９条 総会は、毎年１回、３月に地区長がこれを招集する。 

２ 総会は、構成員の２分の１以上が出席して成立し、議事は出席構成員の過半数で 

決する。ただし、構成員の過半数の委任状を要する。 

（総会の招集）  
第 10 条 総会を招集する時は、地区長は開催の理由、日時、場所、議題等を１週間以前に 

構成員に告示又は通達しなければならない。 

（総会に付議すべき事項） 

第 11 条 総会では、次の事項を討議する。  
（１）規約の変更  
（２）団体の基本方針、年度計画  
（３）予算及び決算     

（役員会）  
第 12 条 役員会は、執行機関で地区長、副地区長、参与、総務委員会、渉外委員会（駿府サマ

ーキャンプ実行委員会）、広報委員会、普及委員会、技術委員会、審判委員会及び競技

委員会をもって構成し、総会の議決を執行する。  

-24-



 
（会議の議長）  
第 13 条 会議の議長は、当該会議において選出する。  
 

第５章 役員 

（役 員）  
第 14 条 この団体に次の役員を置く。  

地区長     副地区長    参与   
総務委員会   渉外委員会   広報委員会   普及委員会   技術委員会  
審判委員会   競技委員会   会計      会計監事  

（職 務）  
第 15 条 地区長は団体を代表し、総会の決定に基づき、団体業務の執行に一切の責任を負う。 

２ 副地区長は、地区長を補佐して、地区長に事故あるとき又は欠けたときは、地区長  
の職務を代行する。  

３ 参与は、団体運営の相談役とする。  
４ 総務委員会は、団体活動を推進する。  
５ 渉外委員会は、主に駿府サマーキャンプの企画、運営を行う。  
６ 広報委員会は、大会の経過及び結果を集約し報告する。  
７ 普及委員会は、バスケットボールの普及活動を実施する。  
８ 技術委員会は、技術向上を図るため、講習会とバスケットボール教室の企画及び  

運営をする。  
９ 審判委員会は、大会審判業務及び審判技術を向上させる。 

10 競技委員会は、当団体主催大会の企画及び運営をする。  
11 会計は、当団体の会計を掌る。 

12 会計監事は、会計事務を監査する。  
（役員の任期）  
第 16 条 役員の任期は、２年とする。ただし、補欠により選出された役員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（役員の選出） 

第 17 条 役員の選出は、前任地区長の原案をもとに総会において選出する。 

 

第６章 会計及び会計監査 

（経 費） 

第 18 条 この団体の経費は、大会参加費、補助金、寄附金及びその他の収入をもって充てる。 

（会計年度）  
第 19 条 この団体の会計年度は、毎月４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

（会計監査） 

第 20 条 会計監事は会計事務を監査する。 

（会計報告） 

第 21 条 地区長は、毎年会計年度終了後、経理状況を示す会計報告を総会において構成員に  
公表し、承認を得なければならない。  

 
第 7 章 雑 則 

（会則等）  
第 22 条 この団体の会則は、役員会の決定により発議し、総会において、出席会員の３分の２  

以上の承認を得て成立する。  
    

附則 

 
この規約は、令和５年４月１日より施行する。  
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 静岡県バスケットボール協会Ｕ１２静岡地区 登録規定 
 

日本バスケットボール協会が平成３１年（2019 年）２月１９日に発行した『Ｕ１２カテゴリー

の登録および移籍の考え方について』に則る。 

 

地区大会の “選手”の新規登録の締め切りは、下記のとおりとする。 

 

大会名 新規登録の締め切り 

やまだ杯 無し 

駿府サマーキャンプ 無し 

県 U12 選手権地区予選 有り・・・大会初日の前日まで 

市民大会 兼 新人戦 無し 

カンコーカップ  無し 

 

★各大会とも、選手を JBA 登録し、登録料が納付済みで、『静岡地区競技者所属学校名 

一覧表』に追記したものを総務に提出してから出場可能となる。 

 

 

 この規定は、令和４年４月１日から適用する。 

-26-



静岡県バスケットボール協会Ｕ１２静岡地区  試合規定 

 
 
１．参加チーム資格 

（１）静岡県バスケットボール協会Ｕ１２静岡地区に登録されているチーム。 

（２）日本公認Ｄ級以上保持者が１名以上及び、指導者ライセンスＥ級以上保持者が２名 

以上在籍するチーム。 

（３）「インテグリティ研修会修了証」保持者が１名以上在籍するチーム。 

 
２．大会参加提出資料 

各大会ごとに「チーム所属競技者一覧表」（＝ＪＢＡ登録用紙）を提出することとする。 

 
３．試合時間 

（１）各クォーターとも、バイオレーション・ファウル・フリースロー・ヘルドボール・ 
   レフリーストップ・タイムアウトの時にゲームウォッチを止める。 
（２）ハーフタイムは５分とする。 

（市内大会においては、次ゲームの出場チームの２分間の練習は無しとする。） 
（３）試合開始時間が遅れた場合は、試合終了後より原則１０分間のインターバル後、 

次の試合を始める。 
 
４．タイムアウトと交代 

（１）各チームは各クォーターに１回ずつの前後半各２回ずつ、４５秒間のタイムアウト 
を請求することができる。（タイマーは３５秒経過したら合図器具を鳴らして審判に

知らせ、４５秒が経過したらタイマーは再び合図器具を鳴らして審判に知らせる。） 
（２）延長時限では、両チーム１回ずつのタイムアウトをとることができる。 
（３）クォーター中の交代は、第４クォーターと延長時限のみで、次のときにどちらの 

チームもプレイヤーを交代させることができる。 
    ① タイムアウトがあったとき 
    ② 審判が笛を吹いてゲームクロックが止まった時 
    ③ ファウルの後は審判がＴＯに伝達を終えたとき 
    ④ 最後のフリースローが成功したとき 
（４）交代は、交代するプレイヤーが自分でスコアラーに申し出る。 
 
５．ベンチの決定 

（１）原則として組み合わせ表の左のチームがオフィシャル席に向かって右側のベンチと 
   し、ユニフォームは白、または淡色を着用する。 
（２）ベンチには、コーチ１名・アシスタントコーチ１名・マネージャー１名・代表者 

１名・選手１５名以内が入る。（計１９名以内） 
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６．スコアシートの記入とメンバー表の提出 

（１）各チームは、前試合のハーフタイムまでに、自チームの登録選手及びコーチ名を 
スコアシートに記入する。（第１クォーターの出場選手のチェックはしない） 

（２）試合前に相手チームへメンバー表を１枚渡す。 
（３）第１クォーターの出場選手のチェックは、審判が試合１分前に選手を並べ、オフィ

シャルが背番号を確認する。（コーチはサインしない） 
（４）第２クォーター終了後、ただちに第３クォーターの出場選手を登録する。 

 

７．オフィシャルの笛（ブザー）の合図 

（１）試合開始３分前に１度、そして、１分前に１度笛を吹く。 
（２）ハーフタイムも同じく、３分前・１分前に笛を吹く。 
（３）クォーター間は１０秒前に笛を吹く。それまでに選手登録は済ませておく。 
（４）タイムアウトは、３５秒経過後に１回笛を吹き、４５秒経過後にもう１度笛を吹く。 
 
８．順位の決定 

別添「リーグ戦の順位決定方法について」を参照すること。 
 
９．その他 

（１）予選リーグ・決勝トーナメントには、シード制を採用する。 
（２）試合の挨拶は、第１クォーターの初めと第４クォーターの終わりに行い、それ以外 
   は行わない。 
（３）試合終了後は、すみやかにベンチを空ける。 
（４）ＪＢＡコーチライセンスＥ級以上保持者が指導者証をつけてベンチに１名以上入る 
   こと。 
（５）試合中は、スコアシート下段のコーチ欄に記入されたＪＢＡコーチライセンスＥ級

以上を保持するコーチのみが席を立って選手を指導することができる。 
ただし、２人以上が同時に立って指導することはできない。 

（６）ＪＢＡ「マンツーマンディフェンスの基準規則」に則る。 
（７）ソックスは、全てのチームメンバーが同じ主となる色でデザインされたもので、 

   ソックスは見える状態でなければならない。 

 
＊上記のほかは、日本バスケットボール競技規則に準ずる。 
 

＊日本バスケットボール協会が平成３１年（2019 年）２月２８日に発行した「８人以上に

よる試合成立と交代について」、「タイムアウト回数の変更について」及び「ショットク

ロックの変更について」に則る。 

 

この規定は、令和６年４月１日から適用する。 
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１ 引き分けについて 

① リーグ戦（予選リーグ・１位リーグ）においては、引き分けを採用する。 

② トーナメント戦においては、延長戦を行い、勝ち負けを決める。 

 （ただし、順位には関係のない敗者戦においては延長戦は行わず、引き分けとする。） 

 

 

 

 

（２０２１バスケットボール競技規則より） 

ただし、静岡地区においては次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ リーグ戦の順位決定方法について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試合時間 

延長を行う場合は、１回３分間の延長時限を決着がつくまで必要な回数を行う。 
各延長の前に２分間のインターバルを設ける。 

（１）チームの順位は、勝ち点（ポイント）によって決定する。 

   ゲームに勝ったチームは勝ち点２、引き分けたチームは勝ち点１、負けたチーム 

   （「ゲームの途中終了」も含む）は勝ち点０、ゲームを没収されたチーム（棄権 

   も含む）も勝ち点０とする。 

 

（２）勝ち点の多いチームを上位とする。 

 

（３）勝ち点の同じチームが２チームの場合は、当事者チーム間の勝者を上位とする。 

   ただし、当事者チーム間の試合が引き分けの場合は、全ての試合における得失点差 

   の大なるチームを上位とする。 

 

（４）勝ち点の同じチームが３チーム以上の場合は、当事者チーム間の試合における得失 

   点差の大なるチームを上位とする。ただし、 

  ａ．得失点差が２チーム同じ場合は、当事者チーム間の勝者を上位とする。 

    当事者チーム間の試合が引き分けの場合は、総得点の大なるチームを上位とする。 

  ｂ．得失点差が３チーム以上同じ場合は、当事者チーム間の総得点の大なるチームを 

    上位とする。（これでも決定しない場合は、当該チームでの抽選により決定する。） 

 「延長時限を決着がつくまで必要な回数を行う」とあるが、１日８試合組まれている

等で時間に余裕が無い場合は『第２延長では、２点を先取したチームを勝ちとする』（以

下「旧ルール」という）を採用する。 
 その場合、会場ごとの不公平が生じないよう、たとえ時間的に余裕がある別会場があ

ったとしても、その日は統一して旧ルールを採用する。 
（試合当日の朝までに、どちらのルールを採用するか大会役員で決定する。） 
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３ 試合当日、１０人（または８～９人）揃わないチームが発生した場合について 

 
（１） トーナメント戦においては、試合を実施したとしてもそのチームは負けとする。 
 
（２） リーグ戦については次のとおりとする。 
 

① １日で終わるリーグ戦については下記のとおりとする。 

 
 
 
 
 

（例）３チームのリーグ戦の時、例えば、チームＡが１０人揃わなかった時の 

チームＢ対チームＣの試合が「引き分け」だった場合はどうするか？？ 

     （両チームとも、１不戦勝１引き分けとなるが、順位の決定方法は？） 

 
（答）この場合は、特例として延長戦を行い、チームＢとチームＣの勝ち負けを決める！ 

 
 

② ２日間にまたがるリーグ戦については下記のとおりとする。 

 

（例）例えば、４チームで行う１位リーグにおいて、１日目には１０人揃っていな 

かったが、２日目になったら１０人揃ったというチームがあった場合。 

 
（答）棄権したチームを順位外（＝最下位）とはしない。 

   また、棄権したチームの“勝ち点”も計算にいれて最終順位を決定する。 

    （ただし、得失点差による順位決めとなった場合は、棄権したチームとの試合

結果（得失点）は除くこととする。） 

順位の決定 

（１）棄権したチームは、順位外とする。（＝そのリーグの最下位） 
（２）棄権したチームの対戦結果は、計算外とする。 
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３・４チームブロックの順位決定方法（予選のみ適用）

＜３チームのブロックの場合＞

　総当たりのリーグ戦を行い、順位を決める。

(１)各リーグ勝ち点制とし、勝ちは２点、引分け１点、負け・棄権・試合不成立は０点をチームに与える。

(２)棄権・試合不成立となった場合、結果は２０−０とする。ゲームの途中で試合不成立となった場合、

(３)各リーグごと勝ち点によって順位を決定する。リーグ内で勝ち点が同じ場合、以下の順番で順位を決定する。

　①リーグ内の全てのゲームでの得失点差の大きい方

　②リーグ内の全てのゲームでの総得点数の大きい方

　③上記で決められない場合は抽選とする。

＜４チームのブロックの場合＞

　トーナメント戦を行い、順位を決める。

　①２勝したチームが１位、２敗したチームが４位とする。

　②１勝１敗の２チームが、直接対戦している場合は、その勝者が２位、敗者が３位とする。（例１参照）

　③１勝１敗の２チームが、直接対戦していない場合は、３チームブロックの②～④に従って順位を決める。（例２参照）

（例１）

Ａが２勝

Ｂが２敗

Ｃ、Ｄが１勝１敗の場合

Ａ：１位

Ｃ：２位

Ｄ：３位
Ｂ：４位

（例２）

Ａが２勝

20 10 Ｄが２敗

Ｂ、Ｃが１勝１敗の場合

20 10 20 10

Ａ：１位

Ｂ：２位　得点４０、失点３０、得失点差＋１０

Ｃ：３位　得点３０、失点３０、得失点差±０
Ｄ：４位

30 10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　　それまでの記録は全て無効とする。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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指導・応援マナーについて 

 

 私たち静岡県バスケットボール協会 U12 静岡地区は、ミニバスケットボール

を通じて、子供たちの心身の健全なる発展を願い、そのために次の事項を全指

導者が確認し、実施していただきたいと願っております。 

 

 

① 現在、他のチーム（８人に満たないチームを含む）に所属している子を 

自チームに勧誘しないようにしましょう。 

 

② 近隣チームのホームコートのある学校でチラシ等の募集活動をする場合は、 

  相手チームの了承を得るようにしましょう。 

 

③ 他チームの誹謗・中傷は絶対にしないようにしましょう。 

 

④ 子供たちのナイスプレイには、自・相手チームを問わず、称賛の拍手を 

送りましょう。 

 

⑤ 子供たちがミスをした時、もう一度頑張れる指導・応援をし、子供たちを 

叱責するような言動はしないようにしましょう。 

 

⑥ 審判のジャッジやオフィシャルの子供へのクレームはしないようにしま 

しょう。 

 

⑦ フロアでの一脚・三脚を使用しての撮影、及びフラッシュ撮影はしない 

ようにしましょう。また、撮影をする人は、チーム名の分かるものを身に 

  付けて撮影をしましょう。 

 

 

 

これらのことを実行し、マナーの良い静岡県バスケットボール協会 U12 

静岡地区にしたいと思います。 

「 友情・ほほえみ・フェアプレイの精神 」 

この精神をいつも心に留め、子供たちを育てていきましょう。 
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